
弊社でのノロウイルス検便検査の陽性率は全体で約7～8％です。これは12～13名の現場には1名の陽

性者がいてもおかしくない確率です。

自覚症状のない陽性者 ＝ 健康保有者

この自覚症状がない陽性者の方を健康保有者といい、この方が通常の勤務を続けて

ノロウイルスを周囲に感染させてしまうケースが多く見られます。

この実態を把握し、弊社ではモニタリング方式でのノロウイルス検便検査をご提案致します。

＜関連サービス＞

・腸内細菌検査

･ノロウイルス検便検査

（特急取り扱いあり

：要予約）

・衛生講習会

ノロウイルス対策のため全員の検査をしたい、

しかし費用負担が大きくなる・・・

そんなお悩みに！

グループ毎に数名をモニターとして検査する

モニタリング方式での検査をご提案致します。

感染力の強いノロウイルスの特性を利用して、

少人数（モニター）の感染チェック（検査）により

全体へ感染するリスクを軽減する方法です。

例） 従業員の方のうち数人ずつ交代で毎月検査をする。

※検査で陽性者が出た場合は速やかに現場から外れ、再検査で陰性になってから

復帰することとし、同時に該当グループ全員の確認検査を実施することをお勧め致します。

モニタリング方式の趣旨を全員で理解し 定期的に検査を実施することで

さらにこんなメリットも！

モニタリング方式の趣旨を全員で理解し、定期的に検査を実施することで、

従業員の衛生意識や施設衛生の向上が期待できます。
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